
〔補助事業の成果及び評価〕

〔地域住民への周知の実施状況〕

事業の評価に際しての
第３者機関の活用の有無

無

　西谷消防機庫新築事業について、消防団員、地元住民から意見を
伺ったところ、消防機庫新築により施設の老朽化に伴う機能低下も
解消し、日頃からの災害時に備えた活動が安心してできる環境に
なった。また、これまでの立地箇所から新たな場所へ施設が移され
たことから、災害時の迅速な初動体制が確保できる等、防災・消防
力対策の改善を実感している等の意見を頂き好評を得ている。

・地元説明及び市ホームページに掲載。

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

今後も本市の防災・消防力の現状や、市民の意向を把握しなが
ら、事業を推進する。

周 知 の 実 施 方 法

付紙様式第２

事　業　評　価　書

　当該施設については昭和61年に竣工し、まもなく31年が経過しようとしており、
更新時期が来ている。
　その立地条件から老朽化も進んでいるため､地域の災害時活動拠点としての機能
が万全に出来るかという不安の要素、また耐用年数が近々に見込まれる中での修繕
の必要性に関する問題などが生じていた。
　このような状況の下、出来るだけ早期に施設の更新を図り、適切な配備をするこ
とは市民に与える安心感も大きいと考えられ、あわせて災害時の減災復旧に携わる
地域の消防団員の負担軽減にも大きく寄与するものと考えられる。

 【参考指標】
　行方市の人口　36,171人(H29.4.1現在)
　行方市消防団員数　1,275人　団員当たり人口28.4人
　行方市消防団玉造支団第1分団第3部
　出動回数　年71回
　出動範囲　玉造地区全域

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 名 消防に関する施設：消防機庫

補 助 事 業 者 名 行方市

実 施 場 所 行方市井上地内

補 助 事 業 の 内 容 消防機庫建設　１棟

補助事業の始期及び終期 平成２９年度

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 計

補助事業の成果の目標

評 価 並 び に 地 域 へ の

・工事期間中、工事看板への記載及び消防団員への周知。

補 助 事 業 の 成 果 及 び

事 業 費

交付金額 0 7,700,000 0 7,700,000

円

8,748,000

円

0

円 円

8,748,000 0


